
■ 交通のご案内
広島市内から車で約 1 時間
呉市内から国道 185 号線を竹原方面へ。安芸灘大橋（有料）を渡っ
た最初の島が下蒲刈島です。下蒲刈市民センター前の無料駐車場を
ご利用ください。駐車場から美術館まで 260m。
呉市内から電車・バス利用の場合
JR 呉線で広駅または仁方駅で下車し、駅前最寄りのバス停留所から瀬
戸内産交㈱のバス「営農センター・沖友天満宮方面」行きに乗車。下
蒲刈町内「三之瀬」停留所で下車。停留所から美術館まで 300m。

■ 次回展覧会のお知らせ
 特別展「青森の芸術家たち」

７/１２ （土） ～９/１５ （月）

■ 近隣の文化施設のご案内

◇朝鮮通信使資料館　『朝鮮通信使がやって来た！』
◇陶磁器館　『伊万里焼誕生』

松　濤　園 ４/９( 水 ) ～６/２３ ( 月 )

蘭島閣美術館 別館
『没後 50 年  林武造形奇譚・後期』４/５ ( 土 ) ～６/１６ ( 月 )

三之瀬御本陣芸術文化館
『林武 - 造形の探究者』４/１６ （水） ～６/２ （月）  
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日
本
画
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
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を
モ
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が
あ
り
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美
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通
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と
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移
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受
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初
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。
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。

特別展展示替え作業のため、

７ / ４ （金）～７ / 1 1 （金）を臨時休館します。

 ワークショップ
「オリジナルこいのぼりバッチをつくろう！」

日　時　５/３（土）、５/４（日）   １０時～１５時
参加費　無 料 （ただし入館料は必要です）
定　員　各日とも先着１５名
◆ 参加される方は、当日受付までお声がけください


